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お知らせ  

三原市社会福祉協議会は，  

災害発生時に，被災地域・被災者へ生活支

援を行っていくため，「三原市被災者生活

サポートボランティアセンター」を設置

します。  
  

被災時の支援活動の為に  

「広島県災害ボランティア事前登録」 
をお願いします。  

災害が起きた時は活動を  

希望する市町の案内等を  

メールで配信します。  

 市民協働のまちづくりの中間支援組織と

して，ボランティア団体・市民活動団体・NPO

法人等への情報提供や活動の需給調整をは

じめ，団体間のネットワークづくりに取り組

んでいます。  

 平成３１年度から地域ビジョン策定事業

の事務局として，地域の皆様と共に会議や意

見交換会（ワークショップ）を開催し，地域

ビジョン策定の支援をしています。  
※地域ビジョンとは地域住民（住民組織）が関

係団体等と共に，地域の将来ビジョンの実現に

向け，住民自らが地域づくり活動を実践してい

くために策定するものです。  
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ボランティ ア セン ター

掲示の折り紙  

みはらふくし情報   

ぼ ら せ ん だ よ り  １月 

お立ち寄りください 

お気軽に 

サン・シープラ

ザ４階にボラン

ティアセンター

があります。  

 

 と び 丸 と ボ ラ セ ン

職 員 が 隣 同 士 で じ ゃ

んけんをしています。

一番勝ったのは誰？  
（答えは最終ページ）  

 

吉川
きっかわ

 
唐井  平岡  金子  

 

松田  

 

 

ボランティア  

って何？  

どんなことを  

するの？  

 

ボランティアを  

したいけど…  

どうしたら  

いいの？  

 

ボランティア  

をしてくれる  

人はいない  

かな？  

登録はこの QR コードから↑↑  
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 直美の部屋は，2005 年 4 月に設立し，

今年で 17 年目を迎えました。気軽に聴け

るロビーコンサートにこだわり，地元や広

島県内の音楽家の協力を得て月一回のコ

ンサートを開催しています。「みんなで三

原を音楽の街に！！」をキャッチコピーに

掲げ，「三原駅前の活性化に少しでも役立

てれば」との思いで活動しています。  

 

「コンサートに来た人たちが笑顔になっ

てくれること」がうれしくて，やりがいに

なっています。」  
 

令和 4 年 10 月 21 日（金）のコンサートの様子をご紹

介します。まず，みんなで力を合わせて会場設営。この日

はイスを 90 脚用意しました。コロナ禍前は多い時で 180

人の参加があったそうですよ。アルコール消毒や参加者情

報の記名等，コロナ感染対策を徹底して開催しました。  

コロナが原因で 7 回休んだものの，直美の部屋の

都合で休んだことは 1 回もないそうです。「活動を

継続するには大変なこともあるけれど，音楽が好き

だから続けてこられました。」代表の三好さんの言葉

に大きくうなずく会員のみなさん。あたたかい笑顔

があふれました。  

１月 24 日（火）  

 

午後 2 時開演  

三原ペアシティ西館  

2 階  多目的ホール  

 

シャンソン  プチコンセール  

瀬川澄さん   

鈴木理恵さん（ピアノ）  

 用意したイスはいっぱいになり，たくさんの人たちがピア

ノの生演奏に聴き入りました。近くで本格的な生演奏を聴け

ることは贅沢ですね。素晴らしい音楽の力に癒されました。 

 

 10 月の演奏者は伊藤憲孝さん。

国内のみならず海外でも活躍され

ています。この日は盲導犬チャリ

テ ィ ー コ ン サ ー ト と し て 開 催 さ

れ，収益は全て日本盲導犬協会に

寄付されました。伊藤さんがチャ

リティーコンサートを始めてから

14 年目だそうです。  

入場無料  
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直美の部屋コンサートでは，日本盲導犬協会の角谷さんと盲導犬の

アクアが，盲導犬の PR 活動をしていました。盲導犬は目の見えない，

見えにくい人が安全に歩けるようにサポートをする犬のことです。曲

がり角・段差・障害物の情報を盲導犬ユーザーに伝えます。そして公

共施設や交通機関，飲食店，スーパー，ホテル，病院など様々な施設

で同伴することが認められています。しかし，盲導犬について知らな

い店から，同伴を断られてしまうケースもまだあるそうです。盲導犬

ユーザーが困っている様子を見かけたら声をかけてください。  

 

日本盲導犬協会の  

角谷
す み や

さんとアクア（女の子）  

【盲導犬への接し方  注意】  

 ①触らない ②見つめない ③食べ物を与えない 

 盲導犬を見かけた際には温かく見守ってください。  

  

 

 認知症の人を介護する男性介護者の会「ケアメン隆景」は，男性介護者が集ま

り，認知症や介護に関する学習や情報交換をしています。男性介護者は，誰にも頼

らず一人で介護をかかえこむ傾向があるそうです。同じ介護を経験した男同士で，

介護のあり方について一緒に考え，思いを語り合える場となっています。  

 

 この日は，地域包括支

援センターについての学

習をした後，「ケアメン隆

景」の活動紹介をする記

事について話し合いをし

ていました。体験談を添

削したり，今まで活動し

てきた歴史を載せてはど

うか？等々，掲載内容に

ついて積極的に意見が出

ていましたよ。  

10 月 27 日（木）の様子  

こ こ に 来

る と 孤 独 が

和らぎます。 

同じ境遇の

同志がいるの

は心強い。  

介護についてどこに

も相談できていない人

に「ケアメン隆景」の存

在を知ってほしい。  

介 護 や 日 常

生 活 の 情 報 交

換 が で き て 助

かります。  

他の人に介護

のことを知られ

たくない気持ち

もあるんです…  

 お互いの経験を語り合うことで，共感し

たり学びあったりする姿がありました。  

日  時：毎月第４木曜日   

11 時～12 時  

場  所：サン・シープラザ  

4 階  第２教養娯楽室  

内  容：話し合い・学習会  

参加費：200 円  

申込み：広島県東部認知症疾患  

医療センター（三原病院）  

電話：0848-61-5515 

（担当：中島・松尾・枋
とち

迫
さこ

） 

【毎月の定例会】  



三原市ボランティア・市民活動サポートセンター                           2023 年 1 月発行 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

h t t p : / / m i h a r a . g e n k i 3 6 5 . n e t /  

ボ ラ セ ン の パ ソ コ ン で ご 覧 に な れ ま す  
。  

発行：三原市社会福祉協議会  

三原市ボランティア・市民活動サポートセンター  

〒723-0014 三原市城町 1丁目 2-1 

（サン・シープラザ 4階） 
電話  (0848)６７－９３３９  

FAX   (0848)６３－０５９９ 

Mail  miharavs-c@m-shakyo.jp 

 

 点訳ボランティア「てんゆう会」が「障害者

の生涯学習支援活動に係る文部科学大臣表彰」

を受賞しました。市広報や書籍等の点訳等，視

覚に障害のある人に必要な情報を点字で伝え，

48 年間にわたり支援を続けてきた活動が認め

られての表彰です。  

 

 

てんゆう会のみなさんに活動に対する思い

を伺いました。「今まで先輩方が頑張ってこら

れたことを引き継ぎ、これからも活動を続けた

いです。」「正確にわかりやすく伝えることを

心掛けています。」「市広報は，見える人と同

じタイミングで届くようにしています。」「点

訳することが好きで楽しい。」等々，喜びいっ

ぱいの笑顔で答えていただきました。  

文部科学大臣表彰を受賞！ 

障害者の生涯学習支援活動に係る  

文部科学大臣表彰  

障害者が生涯を通じて教育やスポー

ツ，文化などの様々な機会に親しみ，豊

かな人生を送ることができるようにす

ることを目的として，障害者の生涯を通

じた多様な学習活動を支える活動を行

う個人又は団体に対し，その活動をたた

え文部科学大臣が表彰するものです。  

おめでとうございます！ 

点字カレンダー作製の様子  

 点訳ボランティア養成講座を開催しています。 

（毎年 5 月頃から開催）  

 

 一番勝った吉川センター長に，

今年の目標を聞いてみました。  

「まず健康第一！コロナが収まり

多くの人がボラセンに来てもらえ

たらと思います。」  

市広報の仕分け作業の様子  

 

市 広 報 は み ん な で 協 力

して作製しています。ま

ず，一人ずつの内容や分量

を調整して仕分け，各自で

点訳をします。校正後に製

本し，点字の市広報が必要

な人に郵送されます。  

 

○点字カレンダーは毎年作製  

○三原に関する情報を掲載  

○今年は「三原市の花や樹木」 

 

実物はボラセンにあります！  

http://mihara.genki365.net/

